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【特集】 私の臨床研究

ターミナル期の支援における「安堵の課題」のワーク

ー映画「最後の輝ける日々」の心理臨床学的検討一

山本カ

（岡山大学教育学部附属教育実践総合センター）

本論文では映画「最後の輝ける日々」を素材にして，臨死患者と援助者のターミナル期の臨床的課

題（ワーク）を事例的に検討することを目的とした。キャリアウーマンである 38歳の女性ジェーン

は，末期癌の半年間を心理臨床家ウエンディに支えられ，自らの封印された過去と和解し，孤独な人

生から輝ける人生へと変貌していった。またウエンディも未解決の過去と和解し，死の恐怖を乗り越

えていった。二人の心のワークを分析した結果ターミナル期における「安堵の課題」という準備的

モーニングワークの遂行過程を確認し，新たに「書き直しの仕事」という概念を明細化した。

I.はじめに

自分自身の死，つまり「一人称の死」と，我々

はどう向き合って生きるのであろうか。そして大

切な人との死別という「二人称の死」と我々はど

う向き合って生き抜くのでろうか。ひとは「生と

死の時間」(living-dyinginterval)をどう生き抜

いていくのか。このような死生学的な問いは人生

の問いでもある。人生の「節目」を意識しながら，

我々は期限付きの生の時間をどう生き抜いていく

のか，という問いである。いのちに期限と限界が

あるからこそ，人生は集約され，成熟するのでは

なかろうか。

私は30歳代から 40歳代まで中国地方の保健師

さんのグループと心のケアに係わる勉強会を続け

ていた。ある日，緩和ケアのテーマで話題提供し

たときに，「人は生きてきたように死ぬ」 (Most

people die as they lived.) という言葉について説

明した。そして，人にベタベタ甘えて生きてきた

人は最期でもベタベタ甘えて亡くなっていく。他

人に不信の念を抱き孤独に生きてきた人はやはり

孤独に死んでいくと，あらましそのようなことを

語った。すると，「確かにそうかもしれないですが，

私たち保健師の仕事は孤独な人を孤独なまま死な

せないことではないかと想っています」と強く発

言する人がいた。その気迫にややたじろぎながら

「なるほど」と思った。しかし限られた時間の中

で，そのようなことが可能なのか。どのような働

きかけがパターン化した生き方の転換を可能にす

るのか。色々な疑問と興味が心をよぎった。

以上のような問題意識を具体的に掘り下げ，「生

と死の時間」を生きる人々の心理社会的な課題を

浮き彫りにする上で，映画というイメージは大き

なヒントを与えてくれる。多くの臨床家が試みて

きたように，私もここで映画を臨床素材として取

り上げて，死と向き合う人の魂の本質を考えてみ

たいと思う。

本論文で素材として取り上げるのは「TheLast 

Best Year（最後の輝ける日々 ）」（1990)である。

メガホンを取ったのは 1970年代に米国で大きな

反響を呼んだTVドラマ『ルーツ』を描いたジョ

ン・アーマン監督である。主人公のジェーンマー

レイは38歳の独身女性，有能なキャリアウーマ
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ンである。癌に冒された彼女に残された命は6ヶ

月，心理臨床家ウエンディハラーに支えられて，

彼女は恐れと不安と向き合い，自らの封印された

過去と和解し，孤独で不安な人生から守られた輝

ける人生へと変貌していく。そして，クライエン

トのジェーンとカウンセラーのウエンディという

二人の女性の間に生まれる戸惑いと不安，勇気と

直視，そして強い「絆」にまつわる魂の物語であ

る。

この映画の主人公は上述したように二人，つま

り最後の時を生きるジェーンとその旅に同行する

ウエンディである。彼女たちの共有した最後の

日々とは予期悲嘆の時それゆえに先取りしたモ

ーニングワーク (mourningwork)を遂行してい

く時である。死別後のモーニングワークとは異な

り，まだ愛着対象が存在し，言葉も交わせる相手

に対するワークとはいかなる形をとるのか。山本

(1997)はその予期悲嘆のモーニングワークでや

り抜く課題を「安堵の課題(taskof relief)」とし

て定式化した。安堵の課題とは「大切な人がまだ

眼前に『いる』ことを前提にして，喪失の予期不

安と向き合いながら，どう生き抜いていくのか」

というモーニングワークの課題である。

本研究の目的は，ジェーンの人生における最後

の旅路，つまり「成長の最終段階」(finalstage of 

grow山， KublerRoss)をいかに生き抜いたのか。

そして．その旅路に臨床家ウエンディはどう向き

合い，そして寄り添っていったのか。その二人の

魂の交錯の果てに．いったい何が生まれたのか。

こうしたリサーチ・クエスチョンを基礎にしなが

ら最終的に「安堵の課題」の遂行過程を事例的に

検証していくことを研究の主な狙いとしたい。

II.分析素材：liTheLast Best Year』の概要

題名 The Last Best Year 1990年制作

（『最後の輝ける日々』 •88 分間）

監督JohnErman

配役 BernadettePeters 

…Jane Murray（クライエント）

M江yTyler Moore 

… Wendy Haller（心理臨床家）

制作 GideonProduction. 

この映画の主役は二人の女性，一人はクライエ

ントのジェーンであり，もう一人は心理臨床家の

ウエンディである。本論文では二人のなすべきワ

ークの違いを差異化するために，ジェーンの視点

からの記述と，ウエンディの視点からの記述とい

う，二人の経験を別々に描いてみたい。

1. ジェーン・マーレイの物語

ジェーンは旅行代理店に勤める中堅のキャリ

アウーマン，上司に抜濯されてシカゴ支店に勤務

している有能な 30歳代後半の女性である。その

彼女が不倫関係の男性との旅から帰る場面から映

画は始まる。深夜になって帰宅した一人暮らしの

アパートにはチャーリーという猫がいるだけ。

ある日，体調の悪かったジェーンは医師の下を

尋ねる。その数日後，癌であることを告知された。

その日，憎然として恋人ベルトンの会社を訪ねる。

しかし，秘書に追い返されてしまう。その夜，ベ

ルトンが家族に口実を作って彼女の元にやってき

た。彼女は一緒にいてほしいと思った。しかし，

ジェーンの一番助けてほしい，その苦悩の瞬間に，

ベルトンは別れ話を切り出す。そして，彼女の部

屋の合鍵をおいて帰っていった。彼女はその行為

を感情も言葉も何もあらわにせず，ただ冷たく見

つめていた。癌の宣告で地獄に突き落とされ，さ

らに最大の危機の瞬間に彼女の訴えに耳を閉ざし

逃げていった恋人への憤怒と絶望は想像に余りあ

る。そこにジェーンの寂蓼とした深い孤独がある。

彼女はキャスル医師の勧めでカウンセリングを

受けることになった。ジェーンはカウンセリング

を利用したくなかった。だから開ロ一番「こうい

うの信じていなくて…」と言った。気丈に一人で

生きてきた彼女は，人に頼ることを潔しとしなか
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った，自らの心を開いて打ち明けることも怖かっ

た。「自分の問題は自分で解決すべきだ」という信

念を持って生きてきた。それにもかかわらず，考

えた末にジェーンはウエンディの元に通うことを

決意する。初回面接で戸惑い気味に「人に心の内

を知られたくない，とても不安…」と語りだした。

そして，印象的な夢を報告した。

【ネズミから逃れる夢］ 「私はひとり田舎の道を

歩いていました。するとお城があり，久しくあっ

ていない男の人（連想：社長）がいて，中に入る

よう手招きします。私はこわごわ入っていきます。

職場の場面になって嫌な男たち〶t長と助手）が

います。机に多くのカードが置いてあって毎日の

仕事が書いてあります。そのカードを掴んで彼ら

の前にバラ撤きます。いい気味だと感じました。

別のところに歩いていくと，いっぱいのネズミが

いて私を取り囲みます。怖くて逃げ出すと，奥の

部屋には骸骨が横たわっていました。場面が変わ

って，私はお御堂にいて神様にお祈りをしていま

す」

ネズミから逃れたかった。そして，久しくあっ

てない男の人（社長）のことを思った。彼が自分

を抜擢してくれた上司だった。そうした思いが広

がっているとき「打ち明け話をしたら友人として

はうれしいものよ」というウエンディの言葉が心

に残った。いままで，ジェーンは誰にも打ち明け

話をしてこなかった。他者に相談しなかっt::.a数

日後，秘書のエイミーが映画と食事に誘ってきた。

こんなことは今までなかった。彼女はその誘いを

承諾して彼女のプライベートな話を聞いた。エイ

ミーの打ち解けた態度に接して心が和んだ。

ある日のセッションで，彼女は生い立ちを語り

だしt::.a「高校を卒業した後，ミズリーの小さな町

から出て，カンザスシティに移り住みました。そ

こで親族が営む小さな洋品店で働きました。そし

て素敵だと思える男性と出会った。でも妊娠して

しまって，修道院にお世話になった。そこで5ヶ

月間いて，息子は養子に出したのです。でも，ず

っと息子のことが気がかりでした。どこで，どう

しているのか，幸せにしているのか，ずっと考え

てきました，（Th.ご家族は…）両親はもう亡くな

りまし芯親戚として叔母が一人だけいます。」

彼女はいま，母親の葬儀以来会っていない叔母

に会いたくなった。カンザスシティに久しぶりに

行ってみたい，かつて勤めた洋品店も訪ねてみた

いと感じた。 (Th.子どもは捜してみたいとは…）

もちろん探したい，狂おしいほど知りたい，そう

思った。

そして，ある日，勤め先に突然社長がやってき

て，彼女のニーズを尋ねた。そして，旅をしたい

という申し出に対して，休暇の許可を与えた。新

たな治療に入る前に，彼女は一人で車を運転して，

心の故郷への旅を試みた。まず，両親が眠る墓に

参り，昔働いた洋品店に立ち寄った。そして，伯

母の家に行った。叔母と自分の幼い頃の思い出を

分かち合い，幸せな子ども時代が蘇ってきた。本

当に充実した時だった。旅の最後に，彼女は息子

の消息を問い合わせるために聖セシリア修道院に

立ち寄った。対応したシスター・クレアは修迦浣

の方針だからと里親に取ることを断った。ジェー

ンは落胆したが，一績の望みを持って連絡先を記

した紙をシスターに手渡した。

彼女は旅から帰り，積極的な癌治療を受けた。

ウエンディの提案で病院のベッドに横になったま

まイメージワークも試みた。そのイメージワーク

（視覚化の技法）において，「夢」のイメージが再

現した。沢山のネズミ（増殖する癌細胞）から逃

れて助けを求めたのに，出会ったのは骸骨。その

イメージに触れて，癌の発病という人生の危機に

おいて自分を見捨てていったジェリーヘの怒りを

自覚し，抑圧してきた怒りと抗磁を激しく枕に叩

きつけた。ウエンデイも秘書のエイミーも怒りを

表出するのを助けてくれた。

しかし，こうした積極的な治療に望みをかけて

チャレンジしても，病状は日々悪化の一途を辿っ

ていった。ふと息子の消息のことを考えると胸が
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詰まることもあった。

2. ウエンディ・ハラーの物語

第二の主役であるウエンディ・ハラーは 40歳

代の臨床心理士(clinicalpsychologist),彼女は友

人の医師キャスルに昼食に誘われた。そこで，ジ

ェーンのカウンセリングをしてほしいと依頼を受

けた。ジェーンには話をする家族や身寄りがいな

い。これから病気と闘いながら大変な時期になる

ので，天涯孤独の彼女を支えてほしいと。しかし，

ウエンディは「私にはできない」と依頼をいった

ん断った。

その翌日，再びキャスル医師に会って，断った

理由を伝えた。「小さいとき父のことが大好きだっ

た。強くて優しい父だった。ところが私が5歳の

とき，父は脳梗塞の発作に襲われて，帰宅後に動

けなくなった。母は父のいる部屋のドアを閉ざし，

会わせようとしなかっt::aそれから家から喜びが

消えた。私には何もできなかった。たた蔀屋の前

でロッキングチェアに腰掛けて座っていた，父の

声を聞くために。間もなく，父は病院で亡くなっ

た。だから人が死ぬのを見たくなかった」と。初

めて過去の心の傷痕を語り終えると，彼女の名前

を尋ねて，カウンセリングを引き受けてもよいこ

とをキャスル医師に伝えた。

ジェーンはキャスル医師に勧められて翌日や

ってきた。心を閉ざして逸巡している彼女に「話

して，自分の人生や考えていること，家族のこと，

仕事のこと，なんでも自由に話してみて…」と促

した。しかし，心を開いてくれないまま，もう帰

るという彼女に，「気が変わったら電話して」と連

絡先を伝えた。

翌朝，予約なしでウエンディはオフィスを訪れ

た。ジェーンは温かく迎えにいすに座ると，彼

女の語る夢（【ネズミから逃れる夢】）を聞き始め

た。夢の中で自分を城に迎え入れてくれた社長の

ことを語った。彼女が彼を尊敬しているが，迷惑

をかけたくないと抑えているのを感じt::aそこで，
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夢の連想を聞いた後「打ち明け話をしたら，友人

としては嬉しいものよ」とコメントした。そして

定期的に面接にきたいというジェーンの申し出を

受けて，週2回の頻度で面接を行うことにした。

椅子から立ち上がって，帰り際にジェーンは封印

していた秘密を漏らしt4 ~回の相談とは関係な

い話ですけれど，私は 18歳のときに未婚で子ど

もを身ごもりました，すぐに養子に出したので顔

も知らない息子がいます。」と。

次のセッションで，ジェーンは入院して新たな

治療を受けようと思うと語った。入院したら訪問

面接にしようと，ウエンディは提案した。そして，

いま一番気がかりなことを話してといった。唯一

の身内の叔母に会いたい，昔働いていた店も見た

い，息子の様子も知りたいと語った。今残された

命の期間を考慮して，どうすべきか。すぐに入院

治療をして 3ヶ月命を延ばすことがよいのか，ま

ず心の求めに応じて「したいこと」をするように

応援すべきかーたとえ余命を短縮しても。ジェー

ンは思った。いま大切なことはウエンディ自身の

意思の尊重，「やりたいことをやる」という彼女の

内なる知恵に従うことだと。

社長の粋な計らいで過去を辿る短い旅にでる

ことになったジェーンは幼い頃の暖かい家庭を想

起した。ウエンディは記憶の奥底に封印していた

家族の暖かさに触れているジェーンの魂の傍らに

いて切々たる思いで耳を傾けていた。

旅から戻ってきたジェーンは，がん治療で入院

し，その副作用もあり心身が衰弱していた。訪問

面接をしたウエンディは面会を終えて廊下に出た

とき，自分の幼い日の姿を幻覚で見る。父の部屋

の前で人形を抱いてロッキングチェアに座ってい

る5歳の孤独な少女の姿が心に激しく迫る。自宅

に帰って，母親と一緒に料理を作っている最中，

ウエンディは突然に母に尋ねた。

「ママ，なぜパパに会わせなかったの」。

突然の質問に母は動揺しながら『だって，あな

たはまだ5歳だったのよ』と言った。
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話し合っているとき，秘書のエイミーの心に考え

が閃いた。意識の混濁で，時間感覚の錯誤が生じ

てきたことを利用して，今週末をクリスマスの日

ってことにしましょうと提案した。

そして，ジェーンだけのクリスマスを多くの友

人や叔母が祝う。皆が帰っていった後，ウエンデ

ィはジェーンのベッドサイドに腰掛けて．最後の

会話，そして看取りの瞬間が訪れる・・'o

ジェーン：「今までで，最高のクリスマスだっ

たわ。…機会があったら；今日のこと，そして私

のこと息子に話してね。」

ウエンディ：『分かったわ』

ジェーン：「ありがとう，ウエンディ！お世話

になりっぱなし…」

ウエンディ ：『この前言っていた聖母のこと話

して』

ジェーン：「ええ，とっても美しいの，ガウン

を着ているの，清楚な。につこりとして，光の中

に立っているわ。暖かで，心地よい光，私に手を

さしのべるの…」

ウエンディ ：『貴女は愛を呼び寄せてくれた。

だから皆，貴女を愛するようになった，私もね。

あちらにその愛を持って行っで••。

私ね，ずっと誰かを失うことが怖かったの，父

を突然に亡くしたから。 …でも，今の私は失うこ

との恐怖に耐えて，いのちある限り，誰かを愛し

ていけそう。ジェーン！

準備ができたら，もう逝ってもいいのよ。私

は大丈夫その光の中に歩いていって(Youcan 

walk into the light.)!』

最後のジェーンの顔はまるで聖母のようであ

った。ウエンディの心は凛として，澄んでいt.:.o

皿「物語」の考察

ジェーンとウエンディの二人は「生と死の時間」

を共有して同行二人の半年間を生き抜いた。しか
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し，当然のことながら逝く者と見送る者の経験と

課題は相当に異なる。ジェーンにはジェーンの内

的ワークがあり，ウエンディにも別の内的なワー

クがある。ここで定義するワークとは死を眼前に

して内的課題と取り組む心の営みのことである。

最も広い意味でのモーニングワーク（準備的な「悲

哀の仕事」を含む）と同義であると言ってもよい。

1 ジェーンのワーク

(1)心の扉を開く

心を開いて，本当の思いを語るのは難しい。 心

を開くことは，時に危険な色合いを帯びる。なぜ

なら聞き手の反応しだいで破壊的にも建設的にも

作用するからである。だから心の内奥を開く試み

は，相手への信頼と変化への希望に託す一種の「賭

け」となる。

ジェーンはキャスル医師から勧められてカウ

ンセリングを受けに来た3 しかし，語るのを躊躇

しと語っても意味がないように感じた。ジェー

ンにとって気持ちを自由に語ることの難しさは恋

人ジェリーとの別れの場面にも象徴的に表されて

いる。癌の宜告をされた日，尋ねてきた彼に助け

を求めようとする。しかし，彼は突然の別れを告

げて，部屋の合鍵を置いて去っていく；その男の

姿を何も言わず，表情も変えずに見送るジェーン

の態度に，彼女の深い孤独と無力感が垣間見える。

彼女の「心の扉を開く」作業はウエンディの存

在を媒介にして始まった）「打ち明け話をしたら，

友人としては嬉しいものよ」というコメントも意

味があった。例えば，秘書エイミーの食事の誘い

に応じた。そしてエイミーの屈託のないオープン

な麒に枇て，新鮮な経験 (newexperience) 

をする。そして二回目の面接の終了後，未成年の

頃に子どもを産んで養子に出したという秘密をは

じめてウエンディに語った。

時として人は重大な情緒的出来事の意味をずっ

と後になって語ることが可能となる。彼女は，自

らの命の限界と直面して，そしてウエンディとい
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「責めてるのじゃないの，たた頂坤を知りたい

の」，そう詰め寄った。

『だってパパは脳梗塞で身体を引きつらせ，顔

もゆがみ，言葉もしゃべれなくなっていた。そん

な姿をあなたには見せたくなかった』

「でも，私はパパに《さよなら》を言うことが

できなかった。多分，パパも私と会いたかったの

よ，私に《さよなら》を言いたかったのよ。」， 5

歳の少女ウエンディが言いたかった事そして長

年触れずにきた強い思いを吐き出した。それは母

との対決であると同時に，傷ついた幼い自分の心

と直面化することでもあった。

ウエンディは父親に対して何もできなかった。

お別れさえ言えなかった。だからジェーンには何

かできることをしたいと思った。彼女は心理療法

としてイメージワークを導入しt~目を閉じて，

心の中で起こっていることを見るよう指示した。

そうすれば病気と闘いやすくなる。いわゆるサイ

モントン療法などで用いられる「視覚化」

(visualization)の技法である。ジェーンのイメー

ジに現れたのは最初に見た夢に現れたネズミの群

れだったネズミを叩き潰したい，怒りが噴出し

てきた。ウエンディから手渡された枕を怒りに任

せてジェーンは何度も何度も叩きつけた。ネズミ

から逃げて助けてくれる人を探した。

「私は助けてくれる人を求めていた。…でも誰も，

誰もいなかった。見つけたのは骸骨だけ。」

『肝心なときに助けないのは誰？』

「分かってるの，ジェリーよ。私は彼に尽くした

のに，私を捨てた。肝心なときにどこにいたのよ」

あんなに尽くしたのに逃げていった彼，私が一

番助けを必要としたときに何もしてくれなかった

彼，そび貴りを枕にぶつけた，ベッドサイドにい

た秘書のエイミーも叫ぶー「やっつけろ！」

いつも恋人は，肝心なときに，私を捨てていく。

それが彼女の孤独な「人生の脚本」であった。そ

の脚本を最後の人生の最後の舞台において書き換

えねばならない。
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こうした変化にもかかわらず，ウエンディはジ

ェーンが回復するためにもっと何かしたいと考え

ていた。しかし，感じるのは無力感ばかり。父の

死のときと同じ感覚が襲ってくる。ある日，思い

切ってスーパーバイザーに連絡して，臨床家とし

ての苦悩を打ち明けた。スーパーバイザーは無言

でひたすら耳を傾けた。

「私は何をしていいかわからない。初めからカ

ウンセリングを引き受けるべきできなかった。視

覚化の技法なんて本当に役に立つの。このままで

は，まったく見通しが立たない。今の私は5歳の

ときと同じ…」

さらに，ウエンディは語る。「彼女はもう一人のク

ライエントじゃない。私には特別な存在なの。一

線を越えたのよ，それっていけないことなのです

か？」。

「私はいま怖い，怖いの。だって，もうすぐ彼女

を失うのですから（涙）。」

こう気づいた彼女は臨床家としてのみならず，

一人の人間として，大切な友人としてウエンディ

に直接的に関わり始める。もう定期的な面接の枠

を超えて伴に生きようとしはじめた。

3. 二人の物語の交錯

ある日，ウエンディの自宅にジェーンから電話

がかかる。急いで彼女のマンションに駆けつけた。

息子の養父母（里親）からの思いがけない手紙が

届き，その感激をウエンディに知らせたかったの

である。その手紙の結びには「彼を産んで下さっ

たこと心から感謝します」とあった。封印された

過去と今が意味のある形でつながった。

やがて，ジェーンのいのちの見通しは週単位へ

と短縮していく。その間にも同僚や友人が絶えず

周囲に集まるようになっていった。そして時折，

意識の混濁がみられるようになった。ジェーンは

子ども時代に楽しんだクリスマスをもう一度体験

したいと願っていた。しかし，クリスマスまで，

まだ4週間近くある。なんとかできないか。皆で
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う同行者を得て，「封印された過去」への扉を初め

て開き，自らの人生の物語を紡ぎはじめたのであ

る。一般的に言って，心の蓋を開いてライフ・レ

ビュー o、生の振り返り）を行うことは，人生の

四季の変わり目に，しばしば生起してくる自然な

心の営みである。ターミナル期はライフ・レビュ

ーの最終版である。

(2)「愛と仕事」

孤独なジェーンを支え続けたのは，恐らく仕事

であった。有能なキャリアウーマンとして手腕を

発揮してきた。しかし，初回面接で報告した夢の

中で，彼女は仕事の内容が書かれている沢山のカ

ードを投げ捨てた，「いい気味だ」と言わんばかり

に。そして，彼女は足元に這い回る多くのネズミ

から逃れ，助けを求めて誰かを探した。夢の中の

多くのネズミは，（映画にはジェーンの連想はない

が）恐らく「増殖する癌細胞」の象徴であり，その

恐怖から逃れようとしたと解釈することができる。

ところが逃れた先には誰もいない，ただ死にたえ

た骸骨のみが横たわっていた。後にウエンディが

応たサイモントン療法の視覚化の技法によって，

ジェーンは怒りを激しく表出しながら「ジェリー

（恋人）に助けてほしかった」と叫んだ＞にもか

かわらず，人生の最大の危機において見捨てたジ

ェリーヘの憤怒は当然の帰結であった。いのちの

限界と向きあった時，ジェーンは仕事ではなく，

愛を求めた。これまで，苦手であったはずの対人

的な「絆」を求めた。

かつて Freud,S．は英国のBBCのインタピュー

で， 「大人にとって人生の目的は…？」と問われ

て，「愛すること，そして働くこと (loveand 

work）」と簡潔に述べた。愛と仕事という両輪が

人生を駆動させていく時，いわゆる「生活の質」

が保証され，生き甲斐を生み出す源泉となるはず

である。しかしながら，人生の締め切りに臨んで，

僅かの限られた時間しか残されていなかったら，

大方の人は，特に女性は「仕事」よりも「愛」に，

「絆の結び直し」に，残されたエネルギーと時間

を費やすのかもしいれない。キャリアウーマンの

ジェーンでさえ，そうであった。

(3)未完了の仕事

ひとは死に直面して，否応なく「魂の求め」に

気づかされる。棚上げにしてきた気がかり，諦め

てきた願い，やり残してきたことが，意識に浮か

び上がってくる。ジェーンの主要なニーズは「故

郷に帰る心の旅」であった。若き日に捨て去り，

意識から乖離してきた故郷をもう一度自分の目で

確認したくなっt;:.,それは叔母や両親との絆を再

確認する心の旅 (sentimentaljourneyの一形態）

でもあった。

この旅の最大の目的が 18歳時に聖セシリア修

道院から養子に出した息子の消息を知ることであ

る。「彼がいまどこで，どうしているのか，それ

だけでも知りたい」と願った。「知りたい」とは愛

の欲求の一つでもある。その欲求を叶えるという

長年の悲願はシスター・クレアの配慮によって死

の間際に実現する。それも，深い友情で結ばれた

ウエンディと分かち合うという形で， 20年来の気

がかりに終止符を打つことが出来たのである。

これらの営みは，従来から定式化されてきた

「未完了の仕事」，あるいは「やり残しの課題」の

遂行という主題である。要するに，unfinished

businessをfinishさせることである。

では，unfinishedbusinessとは何を指している

のか，その細目を一般化した言い回しで列挙して

みよう。

① いまのニーズを叶える。

② 切れた過去と今をつなげる。

③ 不和であった人と和解する。

④ 大切な人との「絆」を結び直す。

⑤ 死後の気掛かりを解消しておく。

「未完了の仕事」を完了させ営みが，準備的な

モーニングワークの中心的営みとなる。

このワークの本質を動詞形で表記すると，こう

なるであろう。完了させること，埋めること，叶

えること，つなぐこと，解決すること，準備して
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おくこと等の言葉で表される。したがって，仮

にひとが人生において完全燃焼し，今を生き尽く

しているのなら，死への準備作業は比較的容易に

なると言えるであろう。

(4)人生のインテグレーション

締め切りを目前した人生は，よい条件に恵まれ

れば，密度の濃い「輝ける日々」となるはずであ

る。夢が実現した幸せの頂点において「これで死

んでもいい」と感じることがある。何かを成就す

るとは象徴的な「死」の経験である。だから夢や

希望の達成は「小さな死」であるともいえる。も

し，その小さな死と「大きな死（実際の死）」が一

致することが可能となれば，文字通り「物語」の

ように切なく美しいであろう。

柳田邦男は (1986)は国立がんセンターの杉村

氏の次のような言葉を紹介している。「死とは，そ

の人の人生が短期間にインテグレートされて出て

くるものではないか」と。まさに生と死の時間の

最大の挑戦は残された時間の中で自らの人生をイ

ンテグレートすること，人生を集約することであ

ろう。見方を変えれば， KublerRoss(1975)の

指摘するように人生のインテグレーションを図る

ことを通じて「成長への最終ステージ(thefinal 

stage of growth)」に至るはずである。また，

Eriksonが人生の第八階梯における最後の心理社

会的課題をIntegrity偏：合性・完結性）と定式化し

たのも，基本的なアイディアは似ている。大きく

異なるのは残された「時間の幅」，つまり終末期と

高齢期という時間の幅の違いである。

2.ウエンディのワーク

(1)終末期カウンセリングの面接構造

終末期のカウンセリングの主要な狙いは既述

したように準備的モーニングワークの促進にある。

面接の狙いは焦点化されているが，関わり方は通

常のカウンセリングと基本は変わらない。闘病初

期の比較的元気な間は，ジェーンのように面接室

に通うことも可能である。ここでは面接構造がジ
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ェーンの申し出を受けてレギュラー ・ベースで設

定され，面接頻度も週2回のペースで実施された。

癌との闘いは進行に応じて，時間的展望の可能

な範囲が変動していく。最初は半年単位，あるい

は月単位で，やがて週単位となり，最後は日単位

でしか見通せなくなる。ジェーンは最初おそらく

月単位の日々であった。文字通りの「時間制限療

法(time・limit.edpsychotherapy)」となる。頻度

が通常よりも多くなるのも必定であろう。病勢が

悪化すれば， レギュラー・ベースの設定は不可能

となる。オン・ディマンドの設定，あるいは病状

の推移を観察しながらベッドサイドで訪問面接を

行うこととなる。ウエンディもそうした。

(2)援助の限界と「無力さ」の彼岸

一般に癌患者の終末期支援の柱は，様々の症状

コントロール，疼痛(bio・psycho・socialpain)の

緩和，準備的モーニングワークの促進などの心理

的サポート，家族の予期悲嘆に対するケアなどで

ある。支援が心理的側面に限定されたカウンセリ

ングは常に限界感と無力感を伴いがちである。ウ

ェンディも癌治療のために開発されたサイモント

ン療法の視覚化(visualization)技法を取り入れ

て，病状の進行を防ぐ手立てを講じるが，それで

も病状は悪化していく。心理臨床家としての限界

にぶつかり，ある日，スーパービジョンを受けに

行く。そこで，彼女は強い「無力感(helplessness)」

を訴える。英語のhelplessnessの言葉どおり「ど

うしてあげることもできない無能感・限界感」で

ある。

限界を感じ，無力感を味合わったとき，どうす

るのか。一つの有力な方法は「視点」や「枠組み」

を変更することである。対象への見方を「リフレ

ーム(re-framing)」する。例えば，ジェーンの病

状が急速に悪化し，最も楽しみにしているクリス

マスまで命がもたないと思われたとき，意識が混

濁してきたウエンディの勘違いを利用して，秘書

のエイミーが「明日がクリスマス」と提案する。

日常でのリフレーミングの一例である。
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無力に陥ったウエンディも面接の枠組みの変

更を行った。ジェーンとの関係性において，一人

の臨床家から一人の親友に軸足を移すという挑戦

である。ウエンディにとって，もう，ジェーンは

一人の患者ではない，「一線を越えた (crossing

the line)」と支援を決意する。死別によって「大

切な人を失う」という極限において，専門的関係

の枠に拘ることを放棄した。面接のルールを逸脱

しても，ジェーンに人間としてできることをしよ

うとしたそれが死と向き合うことに恐れていた

ウエンディの最終選択であった。人は重大な「選

択」をするとき，「自分にとって好ましい選択が同

時に相手にとっても好ましい選択となる」と予想

して意思決定がなされるべきであると思う。少な

くとも「この物語でのウエンディの選択」は間違

ってはいなかった。

(3)他者受容と自己対決

心理臨床の場面は一方向的な出会いではない。

常に双方向的であり，とくに深い出会いでは双方

の無意識を刺激しあい，転移・逆転移の感情が動

き出す。クライエントの語られる経験が，心理臨

床家自身の類似の雹藤や同型的コンプレックスを

刺激する。

ウエンディはジェーンの死と直面することが

恐ろしかった。だから面接を引き受けるのを避け

ようとした。父親との突然の死別は外傷的な経験

となって影を落としていた。父親の脳梗塞の症状

の酷さに母親は5歳の娘を直接会わせなかった。

でもウエンディは父に会いたかった，声を聴きた

かった，そして「さよなら」を言いたかった。娘

思いの父もまたそうであったに違いない。そこに

は「別れ」の欠如があった。心底に喪失コンプレ

ックスが未解決のまま残された。外傷的な影とな

って心の奥底に封じ込まれた。

ウエンディの準備的モーニングワークは未解

決の別れをジェーンとの関係の中で「新たに別れ

きる」ことである。ジェーンのために援助しよう

としても，確実に死への過程が進行し，「自分には
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何も出来ない」という無力感を経験した。その無

力な気持ちはまさに父の病室の前で何も出来ずに

いた5歳の少女の無力な姿そのものだった。スー

パービジョンで行ったワークは，その無力さと自

己対決することだった。相手を本当に受容する心

理的営みは，しばしば自らの「影」の領域との自

己対決を伴わざるを得ない。ウエンディは面接関

係の枠という一線を越え，ジェーンの死への旅路

に同行することで，未解決だった無力さの壁を乗

り越えていった。

(4) 「さよなら」の仕事

慣用句として語られる「終わりよければ全てよ

し」の原則は人生の最終段階でも適用される。愛

憎と慈藤に満ちた関係であっても，最後に「よい

別れ」がなされるなら，残された者の心に濁りを

残さない。死に臨んで，感謝の言葉を交わし，別

れの｛義式がなされるのは， とても意義深いと思わ

れる。別れの準備ができた時に，潔く旅立ちを見

送ることの意義その凡例が，この映画に描かれ

ている。ウエンディはジェーンのために設定した

クリスマスの夜もう死の悲しみを乗り越えて，

なお人を愛していけると感じた。たくさんの贈り

物をジェーンから授かったと感じた。そして，看

取りの瞬間に「（もう安らぎの）光の中に歩いて行

っていいのよ。•(You can walk into light.)」とジ

ェーンの旅立ちを促す。出会うに時機（とき）があ

り，別れるに潮時（とき）がある。深い関係性を共

にした大切な人と，いつ，どのように別れるのか，

それはとても重要な課題である。対象は消滅して

も，その関係性は心の中に生き続けるのだから。

3. 二人のワーク：新しい経験と書き直しの仕事

Sullivan,H.S．に始まる対人関係学派（対人関係

的精神分析）の視座では，心理療法における主要

な治療機序 (Kavanagh.G.,1995)を二つの要因

から捉えている。一つ目は，洞察や自己理解とい

った認知的な過程であり，二つ目は，関係性を介

しての「新しい経験 (newexperience)」の過程
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である。この二つ目の「新しい経険」の要因が特

に興味深い。「これまでとは異なる，新しい対人経

験」が対人経験の変容に重要な役割を果たす。

Fromm ・Reichmanは統合失調症を含めた重い病

理の患者に優れた援助をした心理臨床家である。

彼女は精神分析の治療機序に関連してこう述べて

いる。「患者が必要としているのは『説明』ではな

い，むしろ『経険』である」と。

友情の絆に結ばれて生と死の時間を共有した

二人は「新しい経験」の世界に入っていった。ジ

ェーンは，過去に封印をし，心を閉ざし孤独に生

きてきた「古い経験」から，過去と繋がり，自己

表現しながら絆を結び直していくという「新しい

経験」へと移行していった。その新しい対人経駿

の主な提供者は臨床家であり最後の友人となった

ウエンディであった。他方，ウエンディは父との

無力な (helpless)死別経険からジェーンとの援

助的な (helpful)死別経験へと移行していった。

彼女の新しい対人経験の提供者はウエンディであ

る。まさに相互性の典型的経験である。

「古い経験」の上に「新しい経験」の層が積み

重なる。古い対人経験の上に新しい対人経験が重

ねられることによって古い対人経験が再編成され

る。新しい経験によって古い経験の痛みが「中和」

される。この経験の変容を「書き直しの仕事(work

of rewriting)」と呼びたい。ただ「書き直し」と

いう言葉を用いると認知的な修正や，「物語」の書

き換えを連想しがちであるが，そういう意味では

ない。直接経険がもたらす「経験それ自体」の書

きかえである。認知的修正や物語の変容はその経

験の書きかえの二次的結果である。

JI/.おわりに：「安堵の課題」

最後に，映画のストーリを基礎にしながら，山

本(1997)が提起した「安堵の課題(taskof relief)」

を略述してみたい。この安堵の課題とは分離不安

やターミナル期の予期悲嘆におけるモーニングワ

ーク (9よ哀の仕事）で何がなされるのかを定式化
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したものであっに通常の死別後のモーニングワ

ークと異なり，侶そ堵の課題》は対象が存在してい

ることを前提とした心の営みである。終末期の予

期悲嘆の場合，逝く者と送る者の両者が生と死の

時間を共有しながら，一緒に成し遂げていく，統

合的なスピリチュアルな営みである。

死を前方に見ながら「限りある」人生を生きる

とき，毎日の生活は失われてゆく瞬間の連続とし

て体感される。一瞬一瞬が小さな喪失であり，切

なく愛おしい時である一あたかも砂時計の最後の

砂の落下のように死の自覚は「永別の予感」で

もある。その分離不安と恐れ，心配と悲しみ

(worry & grief)を癒す方法は一つしかない。「い

ま，この現実」と向き合うこと，そして現実の経

鹸を通して大切な対象との「絆」を再確認し，強

化すること。そして，人生の旅路でやり残してき

たこと，封印してきたこと，気がかりなことを実

際に解決し，懸命に生き抜く過程を通じて，魂の

欠落を埋め，ある種の内的統合(integrity)を図

ること。そして最終的に「安堵」へと収束してい

けることが望ましい。それが「安堵の課題」とい

う用語で，私が定式化した準備的なモーニングワ

ークの課題であった。

以上，安堵の課題を説明したが，『最後の輝け

る日々』のストーリは結果的に安堵の課題として

提起した内容が余すことなく描き尽くされている。

映画の素材とはいえ，安堵の課題の意義を再確認

する一例となっていると思われる。
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